


















メントを提供する「Assessed and supported year in employment」（以下、
ASYE）が開始された。また、2014年には、子ども・家庭領域の「Knowledge 
and Skills Statement」（以下、KSS）が作成され、実践者（frontline practitioners）、
スーパーバイザー（practice supervisors）、リーダー（practice leaders）の 3
つのレベルのKSSが設けられていった。
　本稿では、英国における子ども・家庭ソーシャルワーカー（child and family 
social worker）の現状と質保証に関する制度的な動向を整理・検討するために、




























（Promote the rights, strengths and wellbeing of people, families and 
communities）、２）「人々の信頼・信用を確立し保持する」（Establish and 
maintain the trust and confidence of people）、３）「実践の質と決定について責
任がある」（Be accountable for the quality of my practice and the decisions I 
make）、４）「継 続 的 な 職 能 開 発 を 維 持 す る」（Maintain my continuing 
professional development）、５）「安全に、敬意をもって、専門家としての誠実
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さ を も っ て、行 動 す る」（Act safely, respectfully and with professional 
integrity）、６）「倫理的な実践を促進し、懸念について報告する」（Promote 
ethical practice and report concerns）という６つ項目があり、項目ごとに「ソー
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も・家庭ソーシャルワーカーに対するサポートが、１つの重要な課題となって
いた。また、レジリエンスという視点からの調査分析も行われており、こうし
た視点は、日本の児童・家庭領域のソーシャルワーカーのキャリアパスを考え
る上でも1つの有用な視点となると考えられる。
　本稿では、近年の英国における子ども・家庭ソーシャルワーカーの現状、質
保証に関する制度的動向等について、まとめてきた。今後は、NAASを実際
に導入している地域におけるNAASの現状とその効果について検討していく
ことを課題としたい。
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